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第 2 章では、ピゼンデル時代の合奏に欠かせなかった楽員を指摘した。24 点の名簿から、この時代の奏者を表に示した
後、狩猟用別邸フベルトゥスブルクの記録に基づき、この別邸に出張した奏者を明らかにした。その上で、ピゼンデルの下
における合奏に不可欠な奏者として 9名を挙げた。彼らのうち 5名は、ヴォリュミエ時代から合奏に必要な者であった。 




が演奏に用いた配分に似ていたと考えられた。以上のことに基づくと、1735 年から 1742 年までの名簿における一定の人数
配分は、ピゼンデル時代のこの楽団における楽器編成の基準を示唆していると指摘できた。この配分の特徴は、低音楽器の



























時 5 名のファゴット奏者を擁したことが指摘された。これは同時期のチェロ 4～5 名と同数かそれより多い。パート譜の調
査からは、ヴィヴァルディ等のヴァイオリン協奏曲のソロ部分で低弦全部が休止する中、ファゴットが和音楽器と共に唯一
通奏低音旋律を担当する演奏形態が見受けられた。このようにヴァイオリンとファゴットを対として扱う演奏様式はドレス
デン宮廷楽団の際立った特色であり、管重視のフランス様式を踏まえた「混合趣味によるアンサンブル」と捉えることも可
能であろう。結論部分では、こうした楽器配分や演奏様式が、ベルリン及びマンハイムの宮廷楽団に受け継がれて行った可
能性が指摘された。 
その一方で、本論文はドレスデン宮廷の「楽団」と「楽団員」に関する史料の探索と読み取りに集中した結果、論述のあ
り方としては少なからぬ問題を残した。データの羅列的提示や紋切り型の冗長な記述が多いこと、逆に政治的・宗教的背景、
オーケストラ史の全般的な流れ、軍楽隊等他の音楽組織との関係など周辺情報の説明が不足していることなどである。何よ
りも、「卓越した演奏」に関するクヴァンツ等の評価と、「中核的」楽団員や楽器配分の問題との論理的関係が見えにくいな
ど、論旨の展開が十分に練られたものとなっていない。使用楽器の実態の問題や、教会音楽等オペラ・協奏曲以外のジャン
ルについても、今後の課題として残った。こうした問題はあるにせよ、学位申請者が本論文において示した成果は、ドイツ
語圏におけるオーケストラの発展を記述する上で今後必ず参照されるべき重要かつ新たな知見である。また、完成し固定さ
れたテクストとしての「作品」ではなく、それがいかに上演され鳴り響いたかに光をあてる点でも、音楽史記述のより新し
い方向性を促進するものであり、現代の演奏実践へ与えるインパクトも大きい。このような理由により、審査委員一同、博
士の学位を授与するにふさわしい研究成果であるとの判断で一致した。 
